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2Ga-1　　　胸部の振動特性とその浴衣着崩れに与える影響

　　　　　　　　　○可部野和子　　　　川上　梅

　　　　　　　　　（東京家政学院大）

　【目的】現在，日常の衣生活においては洋装が大半を占めるため，浴衣着用時にも洋装用

　ブラジャーを着用する人が多い．本研究では，浴衣を着用する際に適した下着の着用条件

　を見出すことを目的として，定量的および視覚的に浴衣の着崩れについて検討する.

　【方法】被験者は女子大生3名とする．下着条件を裸体，洋装用ブラジャー着用および和装

用ブラジャー着用とする．その上に浴衣を着用して下肢運動を行い，浴衣表面の乳頭点な

ど5箇所の計測点の座標値の経時変化を，ビデオ計測により読み取る．座標値から，［乳頭

点の振幅］と［左右乳頭間距離のばらつき（標準偏差）］をそれぞれ垂直・水平成分につ

いて求める．さらに，着崩れを示す指標として5項目を設定して計測し，その変化量から着

崩れ量の下着着用条件による違いを定量的に把握する．また，三次元計測を行い，下着の

整容効果の観察と浴衣表面形状の評価をモアレ縞表示で行う．

　【結果及び考察】洋・和装用ブラジャー着用時と比べて，裸体では［振幅］［ばらつき］

が垂直・水平成分いずれも顕著に大きい値を示した1)今回，その上に浴衣を着用すると，

むしろ，垂直成分の［振幅］［ばらつき］は洋装用ブラジャー着用時で最大値を示ように

なることがわかった．これは，裸体よりも洋装用ブラジャー着用時に浴衣表面の動きが大

きく，複雑になる傾向があることを意味するものである．一方，和装用ブラジャーの［振

幅］［ばらつき］を抑制する効果は，浴衣を着用しても垂直・水平成分共に認められ，特

に水平成分での効果が大きいことがわかった．さらに和装用ブラジャーでは着崩れ量も運

動速度および個人によらず最も少ないことが示された. 1)日本家政学会第49回大会（1997）に於いｔ発表

2Ga－2 ブラジャーの運動によるズレについて
○菊池直子＊　久慈るみ子＊＊

　(＊県立盛岡短大5尚綱女学院短大)

　　〈目的〉身体に適合するブラジャーの選択は、アンダーバストとカップのサイズが目安

となり、試着によって適合性が確認される。しかしながら、身体が動くと皮膚が伸縮する
ため、サイズ適合者においてもズレが生じて不快感を経験することがある。ブラジャーの

ズレは、着心地を含めた運動適応性を検討する上で重要な問題である。ズレの生じる部位

は着用者の体型などによっても異なるが、本実験ではブラジャーのカップ部と下辺部に注
目し、カップ形態の異なる２種類を用いてサイズ適合者における運動時のズレをとらえた。

　　〈方法〉被験者は２名である。試料はフルカップ型と3/4カップ型の２種類である。測

定部位はブラジャー下辺部に5ヶ所（左右の脇線との交点、左右の乳頭線との交点、前正

中線との交点）、カップ部に左右全体を網羅するように28ヶ所を設定した。立位正常姿勢

で各部位の位置を人体に印したあと、運動の再現性の得られるラジオ体操第１を３回行い
体操を１回終了する度に各部位の位置を印した。立位正常姿勢時を基準点とし運動終了時

の２点聞距離をズレ量として測定した。これを６回繰り返し測定した。
　　〈結果〉３回の運動によるズレ量の経時的な変化をみると、１回目はズレ量が大きくあ

らわれ２、３回目の変動は小さい。ズレ量の分布では、脇に近い部位ほどズレ量が大きく
皮膚の変形の影響が認められた。一方、カップの上部や前正中線上は比較的小さい。左右

のズレ量を比較すると、フルカップ型では左右ともズレの大きさがほぼ等しいが、3/4カ

ップ型では右側が左側よりやや大きく左右でズレの大きさが異なる傾向が認められた。試
料間ではズレ量に有意な差は認められなかった。
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